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中国株式市場の下落について
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2016年1月5日

1月4日の中国Ａ株市場は下落し、サーキットブレーカー制度の発動により全銘柄が売買停止となりました。

市場が下落した背景には、主に下記の要因があります。

① 2015年12月に見込まれていた預金準備率の引き下げがなく追加的な金融緩和への期待が後退したこと

② 2015年7月から当局により規制されていた大株主などによる保有株式の売却禁止が週内に解禁されること

③ 2015年12月の製造業PMI（購買担当者景気指数）が市場予想を下回ったこと など

後場に入り今年から導入されたサーキットブレーカー制度の第1段階（株式市場の5％下落時点）である15分間

の取引停止措置が発動されると、売れないリスクを懸念した投資家によるパニック売りが起こり、取引再開後まもな

く第2段階（株式市場の7％下落時点）の取引停止措置も発動され、この日の取引を終了しました。

＜今後の見通し＞

今年3月以降にIPO（新規株式公開）のルールが、現在の認可制から登録制へ移行できるように変更される見通

しで、急速なIPOの拡大による株式市場での需給悪化が懸念されています。一方で、習近平政権は改革の推進

に対して強い意志がみられます。ある程度のゆとりがある中国社会の実現を目指している第13次5カ年計画は、3

月に開催予定の全国人民代表大会（日本の国会に相当）などで承認された後に本格的に実行に移され、今後は

改革のさらなる加速が見込まれます。株式市場は、短期的には需給悪化懸念などにより大きく変動する可能性も

ありますが、中長期的には政府による改革を通じて中国経済が質の高い成長を取り戻すことが想定され、堅調に

推移することが期待されます。

以 上

（ 2015年初～2016年1月4日）

上海A株指数および深センA株指数の推移

（出所）ブルームバーグ
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